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令和７年
棚倉町 二十歳のつどい

７．２．１

二
十
歳
の
門
出
を
お
祝
い

１
月
12
日
、
「
令
和
７
年
棚
倉
町
二

十
歳
の
つ
ど
い
」
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
棚
倉
中
学
校
卒
業

者
を
中
心
と
す
る
１
５
１
人
の
対
象
者

の
う
ち
、
１
１
５
人
が
式
典
に
参
加
し
、

保
護
者
や
恩
師
と
と
も
に
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
の
友
達
と

の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
近
況
を
報
告
し

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
会
場
に
は
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
二
十
歳
代
表
の
白
坂
光

太
郎
さ
ん
と
、
近
藤
璃
莉
さ
ん
に
二
十

歳
証
書
を
授
与
し
、
町
長
が
「
夢
を
実

現
す
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
行

動
し
て
ほ
し
い
。
あ
き
ら
め
ず
に
成
功

す
る
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
こ
と
で
、
未
来

は
い
く
ら
で
も
自
分
の
力
で
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
生
き
甲
斐
を
も

っ
て
将
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
欲
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
や
恩
師
の
方
々
が
励
ま

し
の
言
葉
を
贈
り
、
式
典
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
恩
師
の
方
々
も
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
二
十
歳
の
門
出
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

今
後
の
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

◀
代
表
で
記
念
品
を
受
け
取
る

小
山
田
悠
吾
さ
ん

◀
代
表
で
二
十
歳
証
書
を

受
け
取
る
実
行
委
員
長
の

白
坂
光
太
郎
さ
ん
（
右
）
と

近
藤
璃
莉
さ
ん
（
左
）

◀
副
実
行
委
員
長
と
し
て
挨
拶
を
す
る

新
屋
朝
陽
さ
ん

◀
国
歌
斉
唱
伴
奏
者
の

山
本
琴
心
さ
ん

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
、
集

合
写
真
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

祝
二十歳
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第７次棚倉町振興計画児童絵画展の
優秀作品を紹介します

第７次棚倉町振興計画児童絵画展の
優秀作品を紹介します

　第７次棚倉町振興計画を策定するにあたり、絵画展を通じて子どもたちの郷土への愛着を高め
ることを目的として、「住んでみたい、将来の棚倉町」をテーマに町内小学校児童を対象に作品
を募集したところ、528点の応募がありました。
　その中から優秀賞に選定された６作品をご紹介させていただきます。

▲大
おおくら

倉 渚
なぎさ

さん（棚倉小１年生）

▲近
こんどう

藤 沙
さ き

紀さん（社川小３年生）

▲石
いし

井
い

夢
ゆめ

香
か

さん（近津小５年生）

▲籬
まがき

梨
り ほ

帆さん（棚倉小２年生）

▲小
こ

林
ばやし

來
らい

人
と

さん（棚倉小４年生）

▲陣
じん

野
の

倫
りん

太
た

郎
ろう

さん（近津小６年生）

おおくら なぎさ まがき り ほ

こんどう さ き こ ばやし らい と

いし い ゆめ か じん の りん た ろう
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二十歳代表 誓いのことば
　新春の気配を身に纏い、今日この成人の儀に立ちますこと、身の引き締まる思いが致します。

　本日、人生の節目となるこのような盛大な式典を、この棚倉町でともに成長してきた仲間たちと迎
えることができたこと、大変嬉しく思います。また、宮川町長をはじめ、多くのご来賓の皆様からの
温かいお言葉、ご祝辞を頂きましたこと、二十歳を代表して心より御礼申し上げます。

　さて、私たちは現在、人生における立場やライフステージは様々で、それぞれが自分の人生を着実
に歩んでおります。思い返すと、私たちは小学校、中学校と棚倉町が推進しているキャリア教育の一
貫で、チャレキッズや職場体験等を経験し、なりたい職業や、将来を考える機会を幼い頃からたくさ
ん設けていただきました。私は、現在大学で児童教育を学んでおりますが、棚倉町の、町ぐるみで子
どもたちのキャリア教育を推進していることや、地域の企業と学校の連携体制が整い、協力を得られ
ていること、幼小中が一貫した教育方針の基で連携していることなど、全国的に見ても本当にすごい
ことであり、私たちが何気なく受けていた棚倉町の教育の質の高さをとても強く実感しております。
これまでの人生の半数以上をこの町で過ごしてきた私たちにとって、棚倉町で受けた教育、教育委員
会をはじめ情熱をもってご指導してくださった先生方がいたからこそ、私たちは自分の人生を切り拓
き、自立した大人に成長することができました。

　また、私は高校を卒業して上京し、棚倉町を離れた今、子どもの頃は当たり前すぎて気づくことの
なかった棚倉町の良さや、人の温かさ、故郷の大切さを実感しております。道ですれ違った人に元気
に挨拶をしながら安心して登下校できる環境、そしてそれに応えくれる地域の方々の存在、鼓笛パ
レードや町探検など私たちの活動を理解し、応援して下さっていた沢山の棚倉町民の皆様に支えられ
て、私たちは無事二十歳を迎えることができました。

　これまでの二十年を振り返ってみますと、楽しく幸せな思い出がたくさんあります。その一方で
二十歳を迎えるまでに、ここにいる誰もが、平坦な道のりではなく、いくつもの困難を乗り越え、今
この場所にいるのではないでしょうか。大人になるにつれて、「挫折」や「葛藤」というたった二文
字の言葉では片付けることができないほどの辛いこと、やり場のない悔しさ、たくさんの人との出会
いや別れを経験してきました。きっとこの先の人生でも、壁に直面することや、ときに孤独や不安を
感じることがあるかもしれません。そんなときは、自分自身の原点に戻ること、周りの人に頼ること
も必要だと思います。私はこれからの人生でも、周りの人や自分を大切にし、自分自身の成長を追求
して生きていこうと思います。ここにいる皆様が、自分に誇りを持ち、それぞれのステージでさらな
る飛躍をすることを願っています。

　最後になりますが、私たちは今まで以上に大人としての責任を自覚
するとともに、社会の一員として歩んでいくことをここに誓います。
今日この日まで深い愛情を注いでくれた家族、熱心に指導して下さっ
た先生方、切磋琢磨しながら多くの時間をともに過ごした友人たち、
これまで関わったすべての方々に今一度感謝の意を申し上げ、二十歳
の決意を胸に刻み、誓いの言葉とさせて頂きます。 宍戸 葵さん
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係） ▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症にご注意を！

〇受診相談等について
　（１）発熱や体調不良で困った時は、かかりつけ医や身近な医療機関等に相談してください。
　　　　受診先を探す場合は、「医療情報ネット」の活用をおすすめします。

　（２）救急医療のひっ迫を回避するため、救急車の要請に迷う場合の相談は「＃７１１９」に、
　　　　15歳未満の相談は「＃８０００」を積極的に活用してください。

〇予防接種について
　町では、現在、主に65歳以上の町民の方に対して、インフルエンザと併せ
て、新型コロナウイルス予防接種費用の助成を行っています（各医療機関の
接種料金に対して11,800円を助成。令和７年３月31日まで）。未接種の方は、
かかりつけ医に相談のうえ前向きにご検討ください。
※詳しくは、町ホームページ「令和６年度新型コロナウイルス感染症及び高齢
者インフルエンザ予防接種について」をご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症は例年、冬にかけて患者数が増加するところであり、急激な感染拡
大に注意が必要です。

〇基本的な感染対策
　（１）咳エチケット
　（２）場面に応じたマスク着用
　（３）手洗い・手指消毒
　（４）換気
　（５）体調管理

　これまでに風しんの予防接種を受ける機会がなく、抗体を持つ割合が低い世代の男性に対して、風
しんの追加的対策（抗体検査・予防接種）を行っています。無料で受けられる期間は令和7年２月28
日㈮で終了となりますので、まだ検査をしていない方は、早めに受けましょう。
　対象となる方には、令和６年５月にクーポン券を送付していますが、転入や紛失でお手元にない場
合は、下記へお問い合わせください。

■お問い合わせ　健康福祉課　健康づくり係　☎33-7801

　冬場は献血者が減少し、血液が不足します。どちらも外部受付をしておりますので、皆さんのご協
力をお願いします。

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方へ
期限は令和７年２月28日㈮まで！　風しんの抗体検査を受けましょう。

～献血バスが来町します～

実施日 受付時間 実施場所

２月27日㈭
午前８時30分~11時30分 高 田 産 商 ㈱
午後１時30分～４時 棚 倉 町 商 工 会

福島県医療情報ネット 検 索

▲ホームページ

感
染
対
策
の

ポ
イ
ン
ト

　基本的な感染対策をお願
いします。
　高齢者と会う場合や大人
数で集まる場合は、感染予
防を心がけ体調を整えるよ
うにしましょう。

1

3 4 5

2咳エチケット

手洗い・手指消毒 換気 体調管理

場面に応じた
マスク着用
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保健福祉センターだより

　健診結果が『要精検（要精密検査）』となった方は、早期発見・早期治療が大切ですので、必
ず精密検査を受けましょう。医療機関を受診する際は、健診結果、健康保険証、要精検報告用ハ
ガキを持参してください。

　大腸がん検診の容器が届いた方で、検診を受診されなかった方は、容器を回収しますので、封を切
らずに保健福祉センターへ返却してください。
※容器は使用期限があります。次回の検診には使用できませんので、ご注意ください。

　心の病気は、早めに相談することが大切です。生活の中でのストレスや心の悩みを、精神科医師に
相談できる「心の健康相談」を開催します。自分自身のことだけではなく、ご家族の相談も可能です。
 日　　　時　２月20日㈭　午後２時30分～４時
 会　　　場　県南保健福祉事務所（住所：白河市郭内127）
 対　象　者　相談者本人または家族等 
 お申し込み　県南保健福祉事務所　保健福祉課障がい者支援チーム（☎0248-22-5649）へお電話
　　　　　　 にてお申し込みください。（予約制）

　健康に関する相談会を実施します。また、「血管年齢測定」や野菜の推定摂取量がわかる「ベジ
チェック測定」が体験できます。測定や相談は無料ですので、是非お気軽にお立ち寄りください。

～今年度の健診等で要精密検査となった方へ～

大腸がん検診容器（未使用分）返却のお願い

心の健康相談のご案内

出張型健康相談会のお知らせ

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

実施日 実施場所 受付時間
２月18日（火） 棚倉郵便局

午前９時30分～11時30分３月４日（火） 東西しらかわ農業協同組合
みりょく満点物語

３月５日（水） 白河信用金庫棚倉支店

　実施内容
①健康相談（血圧測定）、
　歯科衛生士によるお口の相談
②介護相談
　（棚倉町地域包括支援センター職員）
③健活コーナー
　（明治安田生命保険相互会社）
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　近年、全国各地で線状降水帯の発生による豪雨や大地震などが発生しています。災害は、いつ起こ
るか分かりません。被害を軽減するためには、普段から備えが大切です。町では、自主防災組織が地
域に必要であると考え、組織の結成や育成に向けた支援を行っています。

■自主防災組織とは
　自主防災組織は、地域の特性に応じて、住民同士が協
力して自発的につくる組織で、地域の防災活動の中心に
なります。災害に対して、地域ぐるみで防災力を発揮
するためには、地域住民による組織的な防災活動が必要
です。自主防災の活動には、「３分間は、自分自身の身
を守る」、「３時間は、向こう三軒両隣で助け合う」、
「公的支援が届くまでの３日間は、地域が一体となって
助け合う」という教訓があります。みなさんの地域で
も、自主防災組織を結成し、災害に強い地域づくりを目
指しましょう。

■自主防災組織の活動
　自主防災組織の活動は、平常時の活動と災害時の活動に分けられます。平常時での活動では、緊
急時の連絡網の作成や防災知識の普及活動、予防的な活動に取り組むことが求められます。また、
平常時の防災活動を通して、地域の活性化を図ることにもつながります。
　もし、災害時が発生した場合には、初期の消火活動、避難誘導、被害状況の収集や把握、被災者
の救出救護、応急手当、給食・給水の実施など、災害発生時の被害を軽減させる活動が重要になり
ます。

■自主防災組織への助成
　　町では、自主防災組織が行う防災活動事業に対して補助金を交付しています。

■自主防災組織の結成状況（19団体）

■お問い合わせ　住民課　消防環境係　☎３３－２１１６

自主防災組織をつくりましょう

結成時 １万円から５万円（世帯数による）
訓練等の防災事業 ５千円から３万円／１回（参加人数による）
防災資機材（消火用具、救助工具、救護用具、備蓄食糧等） 経費の３分の２以内（年上限10万円）
防災倉庫の購入 経費の３分の２以内（上限10万円）

１区自主防災会 行政二区自主防災会 棚倉町第三行政区町内会自主防災会 ５区こんこん自主防災会
６区15区自主防災会 八区自主防災会 第14行政区自治会自主防災会 堤区自主防災会
強梨区自主防災会 寺山自主防災会 中山本上自主防災会 中山本中自主防災会
中山本下自主防災会 下手沢自主防災会 祖父岡自主防災会 上流自主防災会
下流自主防災会 山田自主防災会 岡田自主防災会
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納
期
限
は
２
月
28
日
㈮
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
８
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

民
生
委
員

〇
開
催
日

２
月
10
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

２
月
20
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３
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今
月
の
納
税
・
納
入

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検
索

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
種
別
割
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」
「
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
自
動

車
お
よ
び
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

等
の
譲
渡
や
廃
車
、
死
亡
な
ど
に
よ
り

登
録
内
容
の
変
更
・
抹
消
等
が
あ
る
場

合
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

■
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
１
６

■
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
課

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
９

ト
ー
ク
の
日

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
２
月
19
日

㈬
で
す
。

行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
・
政

策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自
治
会
、

町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
町
長
が

伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
等
の

各
種
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
▼

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
そ
の
ご
家
族

の
方
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
運

転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
安
全
運
転
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。
「
若
い
頃
と
ち
ょ

っ
と
違
う
な
」
「
お
か
し
い
な
」
と
感

じ
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

「
♯
８
０
８
０
」

電
話
は
、
福
島
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
繋
が
り
ま
す
。

〇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

２
月
12
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

・
登
録
制
メ
ー
ル
へ
の
一
斉
配
信

・
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

家
庭
等
で
野
外
焼
却
を
す
る
こ
と
は

一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
人

等
の
場
合
も
厳
し
い
罰
則
（
３
億
円
以

下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
所
定
の

集
積
所
へ
出
す
か
、
東
白
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
白
衛
生
組
合
）
へ
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

町
内
で
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る
に

は
、
指
定
工
事
店
と
し
て
の
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
登
録
後
は
５
年
ご
と

に
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

〇
受
付
期
間

３
月
３
日
㈪
〜
３
月
14
日
㈮

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課

下
水
道
係

☎
33
│
２
１
１
９

犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う

・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
、

他
人
の
所
有
す
る
場
所
で
飼
い
犬
の

ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
２
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

猫
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

・
交
通
事
故
、
病
気
、
迷
子
、
近
隣
へ

の
フ
ン
尿
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、

災
害
時
に
同
行
避
難
が
で
き
る
よ
う

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
方
は
、

そ
の
猫
の
管
理
者
（
飼
育
者
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
責
任
を
持
っ
て
フ
ン

尿
の
後
始
末
を
行
い
、
ま
わ
り
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
迷
子
札
（
名
前
な
ど
が
書
か

れ
た
名
札
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・
所
有
者
の
義
務
と
し
て
不
妊
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

犬
・
猫
の
適
正
飼
育
の
お
願
い

家
庭
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら

ま
ず
は
相
談
を

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
お
よ
び
更
新
登
録
に
つ
い
て

広報広報
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町
で
は
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対

策
を
目
的
と
し
た
「
第
３
期
棚
倉
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
総
合
戦
略
（
案
）
を
公
表
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
広
く
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
総
合
戦
略
（
案
）
や

募
集
期
間
・
募
集
方
法
等
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、
税

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

２
月
23
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
会
場

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・
人
材

　
　
　
　
育
成
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

〇
そ
の
他

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会

白
河
支
部

☎
０
２
４
８
│
27
│
０
３
１
６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
中
で
す

税
理
士
記
念
日

税
の
無
料
相
談
会

町
で
は
冬
期
間
に
お
け
る
安
心
・
安

全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
町
内
の
事
業
者
等
の
協
力
の
も
と
、

迅
速
な
除
雪
作
業
の
実
施
に
努
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
機
械
等
に
も

限
り
が
あ
る
た
め
、
生
活
道
路
な
ど
の

狭
い
道
路
や
歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
個
人
ま
た
は
地
域
ぐ
る
み

で
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
に

設
置
し
て
あ
る
す
べ
り
止
め
の
砂
や
融

雪
剤
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
融
雪
剤
を
設
置
し
て
い
な
い

場
所
で
、
公
道
等
に
散
布
す
る
場
合
に

は
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

整
備
課

整
備
維
持
係

☎
33
│
２
１
１
４

冬
期
間
に
お
け
る
除
雪
等
の

協
力
に
つ
い
て

自
動
車
運
転
中
は
、
周
囲
へ
の
注

意
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
歩
行
者
や
自
転
車
等
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
危
険
を
予
測
し

な
が
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
暗

い
時
間
帯
に
は
、
ラ
イ
ト
の
向
き
を

こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
前
後
左
右
の

安
全
を
確
認
し
安
全
に
通
行
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
信
号
や
標
識
を
見
落

と
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
用
品
を
身
に
着

け
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の棚倉町の
交通事故
発生状況

発
生
件
数

２
件

死

者

数

0
人

傷

者

数

３
人

物
件
事
故

26
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総

合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

〇
受
付
期
間

２
月
３
日
㈪
〜
２
月
25
日
㈫

〇
試
験
日
（
第
一
次
）

３
月
16
日
㈰

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

〇
受
付
期
間

２
月
20
日
㈭
〜
３
月
24
日
㈪

〇
試
験
日
（
第
一
次
）

６
月
１
日
㈰

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

〇
受
付
期
間

６
月
13
日
㈮
〜
６
月
25
日
㈬

〇
試
験
日
（
第
一
次
）

９
月
７
日
㈰

※
申
し
込
み
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課

試
験
係

☎
０
２
２
│
２
２
１
│
２
０
２
２

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
様
に
自
己
の
健

康
管
理
と
医
療
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
１
回
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。令

和
６
年
１
月
か
ら
12
月
診
療
分
の

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
２
月
下

旬
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
分
の
受

診
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
全
域
に

順
次
発
送
す
る
た
め
、
個
別
の
発
送
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
を
急

が
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
に
よ
り
申
告

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が

必
要
な
場
合
は
、
令
和
７
年
２
月
下
旬

以
降
に
住
民
課
③
番
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

医
療
費
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
│
０
０
７
│
３
０
８

受
付
期
間

１
月
６
日
㈪
〜
３
月
21
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

▲ホームページ

福
島
県
内
に
就
職
場
所
が
あ
り
、
正

社
員
と
し
て
採
用
す
る
計
画
の
あ
る
企

業
の
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

福
島
会
場

〇
開
催
日
時

３
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

〇
会
場

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４
│
５
２
９
│
５
３
９
６

オ
ン
ラ
イ
ン

〇
開
催
日
時

２
月
14
日
㈮

３
月
14
日
㈮

３
月
18
日
㈫

３
月
22
日
㈯

各
回
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

ガ
リ
レ
オ
ス
コ
ー
プ
株
式
会
社

☎
０
２
４
│
６
８
０
９
│
５
７
３

〇
そ
の
他

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は
事
前
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
開
催
形
式
よ
っ
て
、
対
象
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す

▲ホームページ

介
護
の
事
業
所
を
４
社
招
い
て
、
直

接
担
当
者
と
相
談
や
面
接
が
で
き
る
ミ

ニ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が
い
等
に
つ

い
て
事
業
所
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
介
護
職
に
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

２
月
13
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〇
会
場

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　
　
　
　
地
下
会
議
室

〇
そ
の
他

参
加
の
際
は
、
事
前
予
約

　
　
　
　
　
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

職
業
相
談
部
門

☎
０
２
４
８
│
24
│
１
２
５
６

福
島
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
が
、
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
９
５

５
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
定
最
低
賃
金
に
も
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
福
島
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局

賃
金
室

☎
０
２
４
│
５
３
６
│
４
６
０
４
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インフォメーション

ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告
が
で
き
ま
す

ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
作
成
・
送
信
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
原
則
ご
自

分
の
ス
マ
ホ
か
ら
、
ご
自
分
で
申
告
書

等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
必
要
な
も
の

・
ス
マ
ホ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
登
録
し
た
２
種
類
の
暗
証
番
号
）

〇
期
間

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

〇
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〇
場
所

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

・
会
場
へ
の
入
場
に
は
、
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
、
こ
の
「
入
場
整
理

券
」
は
会
場
で
の
当
日
配
布
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。

・
後
日
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
１
１（
代
表
）

【
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
】

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

▲国税庁
公式LINE

▲国税庁公式
ホームページ

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

〇
申
込
受
付
期
間

・
医
科
・
歯
科
幹
部

２
月
１
日
㈯
〜
５
月
22
日
㈭

・
予
備
自
衛
官
補

１
月
22
日
㈬
〜
４
月
８
日
㈫

・
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
そ
の
他

詳
し
く
は
自
衛
官

募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
24
│
０
３
７
２

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▲ホームページ

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57
│
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

３
月
７
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
花
の
お
話
〜

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

３
月
10
日
㈪

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

楽
し
い
簡
単
な
運
動
あ
そ
び

〇
そ
の
他

27
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
情
報

３
月
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インフォメーション

　町の特産品等を県内外に情報発信、PRするための「棚倉ブランド」のロゴマークが新しくなり
ました。2013年から認証制度が開始され、現在は10事業者、19商品が認証されています。
　首都圏等での物産品等イベントにおいてPRを行っていますので、町民の皆様も、親戚・友人等
へのPRなどにご協力をお願いします。

　棚倉町の良質な農産物や美しい景観をはぐくむ
のは、大地である棚倉特有の「土壌」。
　お土産という言葉も、「土に産まれる」という
漢字で表現されるように見る・味わう・香る・触
れる・自然の音を聴くといった体験は、その土地
の風土が作り上げる独自のものです。
　棚倉の良い品・良い思い出を贈る・生み出す、
そんな意味合いを込めて「たなぐらブランド」を
発信します。

　ブランドシンボルは、「地層（棚倉断層）」を
イメージ。
　棚倉の頭文字であるアルファベットの「T」や、
ここに良い商品がある！ということを知らせる
「ピン」のようにも見えるデザインに。
　棚倉の良いものを発見してわくわくしている、
そんなイメージを表現しています。

■ブランドロゴマーク

「棚倉ブランド」ロゴマークが新しくなりました

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

２
月
13
日
㈭・27
日
㈭

午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室  

※

２
月
７
日
㈮・14
日
㈮・21
日
㈮・３
月
７
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室  

※

２
月
１
日
㈯・15
日
㈯・３
月
８
日
㈯

午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

２
月
27
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

（
場
所：町
立
図
書
館
）

２
月
４
日
㈫・18
日
㈫・３
月
４
日
㈫

午
前
10
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

２
月
４
日
㈫・18
日
㈫・３
月
４
日
㈫

午
後
７
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

２
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  

※

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室  

※

２
月
６
日
㈭・20
日
㈭・３
月
６
日
㈭

午
前
10
時
〜

キ
ッ
ズ
教
室  

※

２
月
６
日
㈭・20
日
㈭・３
月
６
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

毎
週
金
曜

午
前
９
時
30
分
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

○
募
集
住
宅

愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
１
階
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
８
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
３
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

小
山
下
北
団
地

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
昭
和
47
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

小
山
下
南
団
地

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
昭
和
48
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
３

○
申
込
期
限

２
月
14
日
㈮

午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

３
月
１
日
㈯

○
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
　
集
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ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

棚倉町文化センター（倉美館）
　　　　がリニューアルオープンしました！

第47回 文化祭合同発表会を開催します
〇会場　町文化センター　〇主催　第47回文化祭実行委員会　〇共催　棚倉町教育委員会

作品展示 芸能発表会

■お問い合わせ
生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）

　☎33－0111　FAX33－9611
mail:syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

日　時　２月28日㈮～３月２日㈰
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後２時まで）
内　容　陶芸展、写真展、パッチワーク作品
　　　　展、随詩展、版画展、短歌展、俳句展、
　　　　書道展等、渾身の作品の展示。
　　　　また、お茶会や香道体験も開催します。
　　　　※お茶会・香道体験　２日㈰のみ
　　　　　午前10時～午後２時

　「棚倉町文化セ
ンター長寿命化改
修工事」が完了し
ました。
　令和７年１月か
ら貸館業務を再開
しましたので、皆
様ご利用をお待ち
しております。

日　時　３月２日㈰
　　　　開場：午前９時00分
　　　　開演：午前９時15分
内　容　大正琴やマンドリンの演奏、詩舞、
　　　　剣舞、民謡、吟、盆唄踊り、
　　　　太極拳、語り、筝曲、
　　　　歌等の各団体が日頃
　　　　の練習の成果を披露
　　　　します。
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まちの話題

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　令和６年秋の叙勲において地域経済牽引企業の
経営者として「旭日単光章」（中小企業振興功
労）を受賞した近

こんどう
藤善

ぜんいち
一さん（写真中央）が受賞

の報告に訪れました。
　近藤さんは、株式会社コンド電機（浅川町）の
会長を務め、革新的産業技術の確立による独自製
品の開発や、地元企業への５Ｓ提案、人材育成な
ど地域経済と中小企業の発展となる活動が称えら
れ、受賞となりました。

　「ふくしま健康経営優良事業所」から特に取り
組みが優れている事業所に贈られる、知事賞を受
賞した株式会社藤建技術設計センターと福島民報
社賞を受賞した有限会社富士電業社が報告に訪れ
ました。
　従業員の健康づくりとしてふくしま健民アプリ
を用いたウォーキングの促進や、野菜の摂取を促
し健診結果改善など各社独自の取り組みが高く評
価され受賞となりました。

健康志向な職場を目指し

新たに棚倉通に認定 中小企業の振興に尽力

　「第11回棚倉ふるさと検定」の１級合格者に
認定証等を授与しました。今回の検定では、１
級に2人、２級に19人が合格し、これまでの累計
合格者は１級が55人、２級が207人となりました。
　新たに棚倉通に認定された一般受験の矢

や
崎
ざき
潤
じゅん

子
こ
さん（写真左）と修明高校受験の武

む
藤
とう
春
は る な
花さ

ん（写真中央）には、認定証のほか「棚倉通が
います！」ののぼり旗を贈りました。

12
19 日

月 12
25 日

月

1
7 日

月

始動！棚倉町消防団

　消防団の士気高揚を図るため、棚倉町消防団
による出初式が行われました。式に先立ち行わ
れたパレードでは、全ての消防団員・車両が修
明高校から浅川口交差点まで行進し、沿道の観
客へ火災予防を呼びかけました。
　式では、消防団長による式辞、統監訓示のあ
と観閲が行われ、消防団員は今年一年の無火
災・無災害を誓いました。

1
12 日

月

Photos

掲載した写真を差し上げます。
身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。
今後も皆さんのご活躍を応援しています。

〇第５回くら寿司・トーナメント2024　第18回学童軟式野球
　全国大会ポップアスリートカップ星野仙一旗争奪　ファイナルトーナメント
　棚倉キッズスポーツ少年団の皆さん
〇令和６年度第56回全国高等学校選抜ホッケー大会
薄
うす
葉
ば
千
ち り
璃さん（天理高等学校１年）、寺

てらしま
島希

み お
音さん（同校１年）

〇第59回全日本大学女子ソフトボール選手権大会
鈴
すず
木
き
なぎささん（東京国際大学１年）

〇ジャパンマイコンカーラリー2025全国大会
関
せき
根
ね
拓
たく
海
み
さん（白河実業高校塙校舎３年）

▲棚倉キッズスポーツ少年団の皆さん

▲関根　拓海さん

▲薄葉　千璃さん（写真左） ▲寺島　希音さん（写真右）

▲鈴木　なぎささん（写真左）
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　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　私は今年の１月で活動２年目となりました。棚倉町に来て右も
左もわからない中、多くの方に助けていただき、活動を続けるこ
とが出来ています。本当にありがとうございます。
　昨年は棚倉町立図書館を拠点に、小学校や幼稚園など多くの場
所で活動を行いました。
　図書館では書棚の整理や職場体験の担当、展示コーナーの作成、小学校や棚倉幼稚園では図書
館の使い方についての授業や絵本の読み聞かせを行うなど、様々な経験を積むことが出来ました。

　また１月には、展示イベントとして初めて「本の福袋」
を開催いたしました。
　私の力不足で思うように結果が出ないこともありますが、
今年は挑戦の年と位置づけ、昨年以上に色々なことに挑戦
していきたいと思います。
　町民の皆様に新しい本との出会いや、読書の楽しさを
もっと知っていただけるよう、これからも頑張っていきた
いと思いますので、よろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊活動記
清
水

裕
也

まちの話題

　満百歳の誕生日を迎えた秦イセさん（関口）に
町と県からそれぞれ賞状と記念品が、特別養護老
人ホームほたるの里とご家族からそれぞれ花束と
記念品が贈呈され、家族と一緒に長寿を祝いまし
た。
　秦さんは大正14年生まれで、長寿の秘訣は好
き嫌いがなく何でもよく食べることだそうです。

災害時の迅速な物資供給へ いつまでもお元気で

　町と株式会社リオン・ドールコーポレーショ
ンは、災害時における生活物資等の調達および
供給に関する協定を締結しました。
　この協定により、災害時において生活物資等
の調達が必要となった場合、町からの要請によ
り生活物資等が供給されます。
　町では、今後も防災体制の強化に努めてまい
ります。

1
15 日

月 1
20 日

月
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みんなのひろば

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでた（12月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所

吉田　 健 ・遼子 　楓　（かえで）宮　下
寺島　大貴・亜紀 彩　葵（さ　き）水白田
　塩田　晋也・ 結 脩　斗（しゅうと）関　口

おくやみ（12月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
石井　清實 75 寺 山 梅田フサヱ 85 逆 川
近藤　康光 79 日向前 金澤　賴子 74 流
小濵フミ子 75 八 槻 近藤　由香 37 城 跡
木ツヤ子 98 関 口 後藤　正明 91 水白田
川　友喜 88 流 近藤　勝則 71 祝部内
木谷　重良 94 鉄 町 木　シゲ 95 中居野
戸井田二郎 84 山本 緑川　タキ 100 舘ケ丘
田子　定美 91 関 口 岸波　厚志 55 八 槻
関口　　操 81 丸 内 木　重行 80 舘ケ丘

　二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。久しぶりの友達との再会に喜ぶ皆さんの笑顔や、楽しそうに近況を報告し
合う様子が印象的でした。写真撮影についても、皆さんの方からお声がけいただき、とても助かりました。これからの皆さんのご
活躍を期待しています。（大竹）

編集後記

人の動き 令和７年１月１日現在

人口　12,789人（－13人）　世帯数　5,100世帯（－５世帯）　男性　6,305人（－11人）　女性　6,484人（－２人）

米寿を迎えました

藤田嘉平二さん
（城　跡）

昭和12年１月２日生

石川　隆一さん
（城　跡）

昭和12年１月３日生

横田キヨ子さん
（丸　内）

昭和12年１月15日生

髙村クニ子さん
（南　町）

昭和12年１月25日生

高坂　千枝さん
（南　町）

昭和12年１月22日生

生
涯
学
習
情
報
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み
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の
ひ
ろ
ば

伊達　マサさん
（寺　山）

昭和12年１月21日生
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11月の健診でむし歯がなかった皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
７
年
２
月
１
日
発
行

たなぐらスナップ

　１月17日㈮に、歴史講演会を開催しました。講師に棚倉城跡保存活用計画策定委員会委員長等を
務め、棚倉城跡に関係する計画策定にご協力いただいている北野博司東北芸術工科大学名誉教授を
お招きし、「江戸幕府奥州政策要衝の地 棚倉城の魅力」について講演を行い、定員の100名を大き
く上回る約160名の方に参加いただきました。
　また、１月17日㈮から18日㈯にかけては、1泊2日の歴史観光 深ボリ モニターツアー、19日㈰
には日帰りのモニターツアーを開催し、合計26名の方が参加されました。
町では今後も観光誘客のための事業を進めてまいります。

▲日帰りモニターツアーの様子▲歴史講演会講師の北野教授▲歴史講演会参加者の様子

広
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

夜寝る前の歯みがきを
パパと頑張っています。

はが　こうき くん
毎日はみがき・しあげ
みがき頑張ってます！

にしまき　みゆ ちゃん
うたにあわせてはみ
がきがんばってます。

わたなべ　けんや くん
これからもはみがき、
がんばります！！

しおだ　かなた くん

よく磨けました！

お 知 ら せ
東京大学フィールドスタディ現地報告会を開催します

　町では、東京大学の学生が現地活動などを行いながら地域の課題解決の道筋提案を行う「東京大
学フィールドスタディ型政策協働プログラム（東大FS）」事業を実施しました。「地域観光資源の
掘り起こし、磨き上げ（魅力ある観光ルートの構築）」をテーマに掲げ、１年間かけて事前調査・
現地活動・事後調査を行ってもらい、課題解決に向けた道筋について学生の皆さんとともに考えて
きました。事業の成果発表を行いますので、ぜひご来場ください。

　　日　時 ３月９日㈰　午前11時から（１時間程度）　　会　場 町立図書館（入場無料）

■お問い合わせ　地域創生課　歴史観光係　☎33-2112

棚倉城築城400年記念事業




